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平 成 31 年 3 月 29 日 

内 閣 府 （ 防 災 担 当 ） 

 

  

南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討 

ガイドライン（第 1 版）の公表について 

この度、中央防災会議 防災対策実行会議「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応検

討ワーキンググループ」が昨年 12 月に「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応のあり

方について（報告）」をとりまとめたことを踏まえ、「南海トラフ地震の多様な発生形態に

備えた防災対応検討ガイドライン（第 1版）」を策定し、公表しましたのでお知らせします。

本ガイドラインの概要は別紙のとおりです。 

本ガイドラインは、南海トラフ大規模地震の発生可能性が高まったと評価された場合に、

地方公共団体、指定公共機関、企業等が、とるべき防災対応を検討し、あらかじめ計画と

してとりまとめるために参考となる事項を記載したものです。 

南海トラフ地震防災対策推進地域内にある地方公共団体、指定公共機関、不特定多数の

者が利用する施設、危険物を取扱う施設等を管理又は運営する者等に活用していただくこ

とを想定しています。 

記 

１ 公表資料  

・「南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン（第 1 版）」

２ 参考資料  

・「南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン（第 1 版）」の概要

３ 掲載場所  

内閣府「防災情報のページ」にて公表  

http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/index.html 

＜本件問合せ先＞ 

内閣府政策統括官（防災担当）付 

参事官（調査・企画担当）付 

  企 画 官  髙橋 伸輔 

参事官補佐 岩村 公太

電話：０３－３５０１－５６９３ 

 FAX ：０３－３５０１－６８２０ 

1



「
南

海
ト
ラ
フ
地

震
の

多
様

な
発

生
形

態
に
備

え
た

防
災

対
応

検
討

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第

1版
）
」
の

概
要

1
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○
南
海
ト
ラ
フ
大
規
模
地
震
の
発
生
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
、
地
方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機
関
、

企
業
等
が
、
と
る
べ
き
防
災
対
応
を
検
討
し
、
あ
ら
か
じ
め
計
画
と
し
て
と
り
ま
と
め
る
た
め
に
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
あ
る
地
方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機
関
、
不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す

る
施
設
、
危
険
物
を
取
扱
う
施
設
等
を
管
理
又
は
運
営
す
る
者
等
が
活
用
す
る
こ
と
を
想
定

○
突
発
的
な
地
震
発
生
に
備
え
て
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、
国
が
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
域
に
お
い
て

地
震
の
発
生
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
旨
の
情
報
を
発
表
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
活
用
し
被
害
軽
減
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

地
域

作
成

主
体

法
律

に
基

づ
く

計
画

策
定
義
務
等

南
海

ト
ラ
フ
地

震
防

災
対

策
推

進
地

域
（

70
7

市
町

村
）
全

域

都
道

府
県

、
市

町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防

災
対
策
推
進
計
画

地
域
防
災
計
画
へ

の
反
映
に
努
め
る

指
定

公
共

機
関

・
電
気
事
業
会
社

・
通
信
事
業
会
社

・
ガ
ス
事
業
会
社

・
流
通
事
業
会
社

等

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防

災
対
策
推
進
計
画

推
進

地
域

の
う
ち
津

波
防

災
地

域
づ
く
り
に

関
す
る
法

律
に
基

づ
き
都

府
県

知
事

が
設

定
す
る
津

波
浸

水
想

定
に
お
い
て
、
水

深
30

cm
以

上
の

浸
水

が
想

定
さ
れ

る
区

域

①
病
院
、
劇
場
、
百
貨
店
、
旅

館
そ
の
他
不
特
定
か
つ
多

数
の
者
が
出
入
り
す
る
施
設

②
石
油
類
、
火
薬
類
、
高
圧
ガ
ス
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

も
の
の
製
造
、
貯
蔵
、
処
理
又
は
取
扱
い
を
行
う
施
設

③
鉄
道
事
業
そ
の
他
一
般
旅
客
運
送
に
関
す
る
事
業

④
地
震
防
災
上
の
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
重
要
な
施
設
又
は
事
業
（

10
00

人
以
上
の
工
場
、

学
校
、
社
会
福
祉
施
設
、
地
方
道
路
公
社
が
管
理
す
る

道
路
・
一
般
自
動
車
道
路
、
放
送
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
気

、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防

災
対
策
計
画

2

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

位
置

づ
け

【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

構
成

】

■
第
１
編
：
共
通
編

・
地

方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機

関
・
特
定
の
企
業
等
に
共
通
す

る
基
本
的
な
考
え
方

・
国

が
発
表
す
る
情
報
の
流
れ

■
第
２
編
：
住
民
編

・
地

方
公
共
団
体
の
検
討
手
順
等

■
第
３
編
：
企
業
編

・
指

定
公
共
機
関
、
特
定
企
業
等

の
検
討
手
順
等

3



3

防
災

対
応

を
取

る
べ

き
ケ
ー
ス

半
割

れ
（大

規
模
地
震

M
8.

0
以

上
）

/被
害
甚

大
ケ
ー
ス

M
7.

0以
上

8.
0 
未

満

ゆ
っ
く
り
す
べ

り
/被

害
な
し
ケ
ー
ス

一
部

割
れ

（前
震
可
能
性
地
震

）
/被

害
限
定
ケ
ー
ス

○
M

6
.8
程
度
以
上

の
地

震
が

発
生
し
た
場

合
や

プ
レ
ー
ト
境

界
面

で
通
常
と
は
異
な
る
ゆ
っ
く
り
す
べ

り
等
が
発
生
し
た
場
合

、
そ
れ
ら
に
対

す
る
調

査
を
開

始
し
、
地

震
発
生
の
可
能
性
が
相
対
的
に
高

ま
っ
て
い
る
と
評

価
さ
れ

た
際
に
は

、
以

下
の
３
ケ
ー
ス
に
応

じ
た
防
災
対
応
を
取
る

＜
評
価
基
準
＞

・
南
海
ト
ラ
フ
の
想
定
震
源
域
内
の
プ
レ
ー
ト
境
界
に
お
い
て

M
8.

0以
上
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合

＜
評

価
基

準
＞

・
南

海
ト
ラ
フ
の

想
定
震
源
域
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て

M
7.

0以
上

の
地
震

が
発

生
し
た
場

合
（
半
割
れ
ケ
ー
ス
の
場
合
を
除
く
）

※
通
常

「
30

年
以
内
に

70
～

80
％
」
の
確

率
を
７
日
以
内
に
換
算
す
る
と
千

回
に
１
回
程
度

７
日
以
内
に
発
生
す
る
頻
度
は

数
百
回
に
１
回
程
度

（
６
事
例
／
１
４
３
７
事
例
）

通
常

の
数
倍
程
度
の
確
率

７
日
以
内
に
発
生
す
る
頻
度
は

十
数
回
に
１
回
程
度

（
７
事
例
／
１
０
３
事
例
）

通
常
の

1
0
0
倍
程
度
の
確
率

西
側

は
連

動
す
る
の

か
？

南
海

ト
ラ
フ
東

側
で
大

規
模

地
震

(M
8ｸ

ﾗ
ｽ

)が
発

生
南
海
ト
ラ
フ
で
地
震

(M
7ｸ

ﾗ
ｽ

)が
発
生

南
海
ト
ラ
フ
の
大
規
模
地
震
の
前
震
か
？

ゆ
っ
く
り
す
べ
り

＜
評

価
基

準
＞

・
ひ
ず
み

計
等

で
有
意
な
変
化
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
、
短
い
期
間
に
プ
レ
ー
ト

境
界

の
固

着
状

態
が
明
ら
か
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
な
通
常
と
は
異
な
る

ゆ
っ
く
り
す
べ

り
が
観
測
さ
れ
た
場
合

最 初 の 地 震 発 生 数 に 対 す る 比 率

10
3事

例
中

、
3日

以
内

：
6事

例
7日

以
内

:7
事

例
3年

以
内

：
17

事
例

6回

最
初

の
地

震
か

ら
の

経
過

日
数

1/
10

1/
20

1/
10

0

隣
接
領
域

で
±

1.
0以

内
の

地
震

が
発

生
し
た
事

例

隣
接
領
域

で
M

7.
8以

上
の

地
震

が
発

生
し
た
事

例

余
震
の
減

衰
を
示

す
大

森
・
宇

津
公

式
で
の

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
曲

線

※
M

8.
0以

上
の
地
震
発
生

（
10

3事
例

）
後

に
隣

接
領

域
で

M
8ク

ラ
ス
以

上
の
地
震
が
発
生
し
た
事

例

「
半

割
れ

ケ
ー
ス
」
に
お
け
る
後

発
地

震
の

発
生

数

1回

4



4

防
災

対
応

の
基

本
的

な
考

え
方

○
地
震
発
生
時
期
等
の
確
度
の
高
い
予
測
は
困
難
で
あ
り
、
完
全
に
安
全
な
防
災
対
応
を
実
施
す
る
こ
と

は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
震
発
生
可
能
性
と
防
災
対
応
の
実
施
に
よ
る
日
常
生
活
・

企
業
活
動
へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
「よ

り
安
全
な
防
災
行
動
を
選
択
」す

る
と
い
う
考
え

方
が
重
要

〇
日
常
生
活
等
へ
の
影
響
を
減
ら
し
、
よ
り
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
突
発
地
震
に
備
え
た

事
前
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

【
地

震
リ
ス
ク
を
意

識
し
て
、
個

々
の

状
況

に
応

じ
て
よ
り
安

全
な
行

動
を
選

択
す
る
】

•
地
震
発
生
の
可
能
性
は
、
平
常
時
よ
り
相
対
的
に
高
ま
っ
た
と
評
価
で
き
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
発
生
時
期

等
を
明
確
に
ま
た
は
精
度
高
く
予
測
す
る
こ
と
は

困
難

•
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
津
波
、
揺
れ
に
伴
う
建
物
倒
壊
・
土
砂
崩
壊
等
、
様
々
な
災
害
リ
ス
ク
が
あ

り
、
予
期
せ

ぬ
事
態
は
生
じ
え
て
、
自
宅
、
勤
め
先
、
避
難
所
が
完
全
に
安
全
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い

•
大
規
模
地
震
の
発
生
時
期
等
を
明
確
に
予
測
で
き
な
い
こ
と
、
地
震
発
生
時
の
リ
ス
ク
は
、
住
ん
で
い
る
地
域

の
特
性
や
建
物
の
状
態
、
個
々
人
の
状
況
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
地
震
発
生
可
能
性
」

と
「
防
災
対
応
の
実
施
に
よ
る
日

常
生
活
や
企
業
活
動
へ
の
影
響
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
一
人
一
人

が
、
自
助
に
基
づ
き
、
災
害
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
よ
り
安
全
な
防
災
行
動
を
選
択
」
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
社

会
全
体
で
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

【
突

発
地

震
に
備

え
る
】

•
リ
ス
ク
が
高

い
地
域
や
施
設
に
つ
い
て
は
、
津
波
か
ら
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
な
施
設
整
備
や
地
域
づ
く
り
、

建
物
の
耐
震
化
に
加
え
て
家
具
や
設
備
の
固
定
化
な
ど
の
事
前
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

•
事
前
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
地
震
発
生
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場
合
の
後
発
地
震
へ
の

備
え
の
み
な
ら
ず
、
突
発
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
に
繫
が
る

5



5

「
半

割
れ

ケ
ー
ス
」
に
お
け
る
防

災
対
応

の
基

本
的

な
方

向
性

○
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
大
規

模
地
震

に
対

し
て
、
明
ら
か
に
リ
ス
ク
が

高
い
事
項
に
つ
い
て
は
そ
れ
を

回
避
す
る
防
災
対

応
を
取

り
、
社

会
全

体
と
し
て
は

地
震

に
備

え
つ
つ
通
常
の
社
会
活
動
を
で
き
る

だ
け
維
持

・
最
初
の
地
震

に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
被

災
地
域
の
人
命
救
助
活
動
等
が
一
定
期
間
継

続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
後
発
地
震
に
対

し
て
備
え
る
必
要
が
あ
る
地
域
は
、
こ
の
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

・
自
ら
の
地
域

の
暮
ら
し
の
観
点
や
、
被
災
地
域

へ
の
支
援

の
観
点
か
ら
も
、
住
民
の
日
常
生

活
や
企
業

活
動
等
を
著
し
く
制
限
す
る
よ
う
な

こ
と
は
望
ま
し
く
な
い

応
急

対
策
活
動

被
災

地
域

東
側

で
地

震
が

発
生

し
た
場

合

人
命
救
助
等
の

応
急
対
策
活
動

被
災
地
域
で
甚
大
な
人
的
・
物
的
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
後
発
地
震
に
対
し
て
備
え
る
必

要
が
あ
る
地
域
で
は
、
最
初
の
地
震
に
対
す
る
緊
急
対
応
を
取
っ
た
後
、
自
ら
の
地
域
で
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
大

規
模
地
震
に
対
し
て
、
明
ら
か
に
リ
ス
ク
が
高
い
事
項
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
回
避
す
る
防
災
対
応
を
取

り
、
社
会
全
体
と
し
て
は
地
震
に
備
え
つ
つ
通
常
の
社
会
活
動
を
で
き
る
だ
け
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

被
災

地
域

以
外

6



異
常

な
現

象
を
観

測
し
た
場

合
の

情
報

発
表

ま
で
の

流
れ

6

南
海

ト
ラ
フ
の

想
定

震
源

域
ま
た
は

そ
の

周
辺

で

M
6.

8程
度

以
上

の
地

震
が

発
生

南
海
ト
ラ
フ
の
想
定
震
源
域
の

プ
レ
ー
ト
境
界
面
で

通
常
と
は
異
な
る

ゆ
っ
く
り
す
べ
り
が

発
生
し
た
可
能
性

プ
レ
ー
ト
境
界
の

M
8以

上
の
地

震
（
※

1）

南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時

情
報

（
巨
大
地
震
警

戒
）

南
海

ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情

報
（
巨

大
地

震
注

意
）

観
測
し
た

異
常
な
現
象

異
常
な
現
象
に

対
す
る
評
価

（
最
短
約

30
分
後
）

評
価
の
結
果

発
表
さ
れ

る
情
報

（
最
短
約
２
時
間
後
）

気
象

庁
が
「
南

海
ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情
報

（調
査
中
）
」を

発
表

左
の
条
件
を

満
た
さ
な
い

場
合

有
識

者
か

ら
な
る
「
南

海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地

震
に
関

す
る
評
価
検
討
会
」
を
開
催
し

起
こ
っ
た
現

象
を
評

価

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
調
査
終
了
）

M
7以

上
の

地
震

（
※

2）
ゆ
っ
く
り
す
べ
り

（
※

3）

※
2

南
海

ト
ラ
フ
の
想
定
震
源
域
内
の
プ
レ
ー
ト
境

界
に
お
い
て

M
7.

0以
上
、

M
8.

0未
満

の
地
震

が
発
生

し
た
場
合
、
ま
た
は
南
海
ト
ラ
フ
の
想
定
震
源
域
内
の

プ
レ
ー
ト
境
界
以
外
や
想
定
震
源
域
の
海
溝

軸
外
側

50
km

程
度

ま
で
の

範
囲
で

M
7.

0以
上

の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
（
一
部
割
れ
ケ
ー
ス
）

※
1

南
海

ト
ラ
フ
の
想
定
震
源
域
内
の
プ
レ
ー
ト
境

界
に
お
い
て

M
8.

0以
上
の

地
震
が

発
生
し
た
場
合

（
半
割

れ
ケ
ー
ス
）

※
3

ひ
ず
み
計
等
で
有
意
な
変
化
と
し
て
捉

え
ら
え
る
、
短

い
期

間
に
プ
レ
ー
ト
境

界
の
固

着
状
態

が
明
ら
か

に
変
化
し
て
い
る
よ
う
な
通
常
と
は
異
な
る
ゆ
っ
く

り
す
べ

り
が
観
測
さ
れ
た
場
合
（
ゆ
っ
く
り
す
べ

り
ケ
ー
ス
）

7



7

防
災

対
応

の
流

れ

上
表
内
の
対
応
は
標
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る
も
の
で
あ
る

※
4

２
週
間

と
は

、
後

発
地
震
警
戒
対
応
期
間
（
１
週
間
）
＋

後
発

地
震
注

意
対
応

期
間
（
１
週
間

）

※
2

南
海
ト
ラ
フ
の

想
定
震
源
域
内
の
プ
レ
ー
ト
境
界
に
お
い
て

M
7.

0以
上
、

M
8.

0未
満

の
地
震

が
発
生

し
た
場

合
、

ま
た
は

南
海

ト
ラ
フ
の
想
定
震
源
域
内
の
プ
レ
ー
ト
境

界
以

外
や

想
定
震

源
域
の

海
溝
軸

外
側

50
km

程
度
ま
で

の
範

囲
で

M
7.

0以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
（
一
部

割
れ
ケ
ー
ス
）

※
1

南
海
ト
ラ
フ
の

想
定
震
源
域
内
の
プ
レ
ー
ト
境
界
に
お
い
て

M
8.

0以
上
の

地
震
が

発
生
し
た
場
合

（
半
割

れ
ケ
ー
ス
）

※
3

ひ
ず
み

計
等

で
有

意
な
変
化
と
し
て
捉

え
ら
え
る
、
短
い
期

間
に
プ
レ
ー
ト
境

界
の
固

着
状
態

が
明
ら
か

に
変

化
し
て
い
る
よ
う
な
通

常
と
は
異
な
る
ゆ
っ
く
り
す
べ
り
が
観
測

さ
れ

た
場

合
（
ゆ
っ
く
り
す
べ

り
ケ
ー
ス
）

プ
レ
ー
ト
境
界
の

M
８
以
上
の
地
震

※
1

Ｍ
７
以

上
の
地
震

※
2

ゆ
っ
く
り
す
べ
り

※
3

発
生
直
後


個
々
の
状
況
に
応
じ
て
避
難
等
の
防
災
対
応
を
準
備
・
開
始


個
々
の
状
況
に
応
じ
て
防
災
対
応
を

準
備
・
開
始

（
最
短
）

２
時
間
程
度

巨
大

地
震
警
戒
対
応


日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再
確
認
す
る
等


地
震
発
生
後
の
避
難
で
は
間
に
合
わ
な
い
可
能

性
の
あ
る
要
配
慮
者
は
避
難
、
そ
れ
以
外
の
者

は
、
避
難
の
準
備
を
整
え
、
個
々
の
状
況
等
に

応
じ
て
自
主
的
に
避
難


地
震
発
生
後
の
避
難
で
明
ら
か
に
避
難
が
完
了

で
き
な
い
地
域
の
住
民
は
避
難

巨
大

地
震
注
意
対
応


日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を

再
確
認
す
る
等

（
必
要
に
応
じ
て
避
難
を
自
主

的
に
実
施
）

巨
大

地
震

注
意
対
応


日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再
確
認

す
る
等

１
週
間

巨
大

地
震
注
意
対
応


日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再
確
認
す
る
等

（
必
要
に
応
じ
て
避
難
を
自
主
的
に
実
施
）


大
規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に

留
意
し
つ
つ
、
地
震
の
発
生
に
注

意
し
な
が
ら
通
常
の
生
活
を
行
う

２
週
間

※
4

す
べ
り
が
収
ま
っ
た
と

評
価
さ
れ
る
ま
で


大
規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
地
震
の
発
生

に
注
意
し
な
が
ら
通
常
の
生
活
を
行
う

大
規
模
地
震

発
生
ま
で


大
規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が
な
くな

っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
地

震
の
発
生
に
注
意
し
な
が
ら
通
常
の
生
活

を
行
う

「
ゆ

っ
く
り
す
べ

り
ケ
ー
ス
」

は
検

討
が

必
要

と
認

め
ら

れ
た
場

合

8



8

最
も
警

戒
す
べ

き
期

間

○
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
社
会
的
に
影
響
が
出
る
ま
で
の
期
間
と

し
て
は
、
「
３
日
程
度
」
、
「
１
週
間
程
度
」
と
の
回
答
が
多
数

問
（
避

難
勧

告
等

の
発
令
を
「
既
に
検
討
」
「
検

討
必

要
あ
り
」
と
回

答
し
た
場

合
の

み
）
南

海
ト
ラ
フ
地

震
情
報
を
受
け
て
避
難
勧
告
等
を
発

令
し
続
け
た
場

合
、
大
き
な
影
響
が
出
る
ま
で
の

期
間

は
そ
れ
ぞ
れ

ど
の

程
度

と
考

え
ら
れ

ま
す
か

。
沿
岸
の
市
町
村
で
は
、
ケ
ー
ス
１
の
場

合
は

、
初

め
に
発

生
し
た
地
震
に
伴
い
発
令
し
た
避

難
勧
告

等
の
期

間
も
含

め
た
期

間
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

9.6
%

5.8
%11

.6%

19
.1%

11
.6%

8.4
%

6.7
%

30
.1%

28
.8%

32
.4%

30
.3%

37
.3%

39
.3%43
.6%

32
.0%

39
.9%

31
.3%

28
.8%33

.0%36
.0%

38
.0%

12
.7%

14
.8%

12
.7%10

.1%

9.2
%9.6

%5.2
%

11
.6%6.7

%

7.9
%

8.2
%5.1

%3.2
%

2.8
% 3.9

%

3.9
%

4.1
%

3.4
%

3.9
%

3.6
%

3.6
%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

避
難

勧
告

等
が

発
令

さ
れ

た
地

区
等

で
の

治
安

避
難

勧
告

等
が

発
令

さ
れ

た
地

域
の

学
校

の
休

校
に
伴

う授
業

日
数

の
確

保

休
業

等
に
伴

う地
域

に
お
け
る
経

済
活

動

防
災

対
応

関
連

業
務

の
増

加
に
伴

う自
治

体
の

通
常

業
務

へ
の

影
響

幼
稚

園
・保

育
園

の
休

園
に
伴

う保
護

者
へ

の
負

担

住
民

感
情

（長
期

避
難

に
対

す
る
不

満
）

避
難

生
活

の
ス
トレ

ス
に
伴

う健
康

問
題

１
日
程
度

３
日
程
度

１
週
間
程
度

２
週
間
程
度

１
か
月
程
度
以
上

無
回
答

n=
53

4

（
南

海
ト
ラ
フ
地

震
防

災
対

策
推

進
地

域
内

の
5
3
4
市

町
村
か

ら
の

回
答

）

3日
程

度
1週

間
程

度
1日

程
度

9



9

「
巨

大
地

震
警

戒
対

応
」
に
お
け
る
情

報
の

流
れ

の
イ
メ
ー
ジ

２
～

３
分

後

気
象

庁
記

者
会

見
（

大
規

模
地

震
発

生
の

可
能

性
に

つ
い

て
解

説
）

数
秒

～
十

数
秒

後地
震

発
生

１
時

間
後

（
休

日
夜

間
は

２
時

間
後

）

南
海

ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情

報
（
巨

大
地

震
警

戒
）

大
規

模
地

震
の

発
生

可
能

性
が

相
対

的
に
高

ま
っ
て
い
る
旨

な
ど
を
発

表

国
か

ら
の

呼
び
か

け
日

頃
の

備
え
を
再

確
認

す
る
と
と
も
に
、
津

波
の

危
険

性
が

高
い
地

域
で
は

一
週

間
避

難
を
継

続
す
る

旨
な
ど
を
発

表

国
か

ら
の
呼

び
か

け
地

震
の

発
生

に
注

意
し
な
が

ら
、
通

常
の

生
活

を
送

る
旨

な
ど
を
発

表

国
か

ら
の
呼

び
か

け
避

難
は

解
除

し
、
日

頃
か

ら
の

地
震

の
備

え
を
再

確
認

す
る
等

一
週

間
地

震
に
備

え
る
旨
な
ど
を
発

表

気
象

庁
記

者
会

見
（

最
初

の
地

震
に

つ
い

て
の

解
説

・
注

意
喚

起
）

大
津

波
警

報
等

緊
急

地
震

速
報

南
海

ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情

報
（
調

査
中

）

想
定

さ
れ

て
い
る
大

規
模

地
震

の
発

生
可

能
性

に
つ
い
て
調

査
を
開

始
し
た
旨

な
ど
を
発

表

※
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
警
戒
）
の
発
表
後
は
、
随
時
、

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
関
連
解
説
情
報
」
で
地
震
活
動
や
地
殻
変
動
の
状
況
を
発
表

10



10

「
巨

大
地

震
警

戒
対

応
」
に
お
け
る
防

災
対

応
の

流
れ

の
イ
メ
ー
ジ

○
地
震
発
生
か
ら
最

短
２
時
間

後
、
後
発

地
震
発

生
の
可

能
性
が

高
い
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
は
、
気

象
庁
か
ら
そ
の

旨
政

府
に
報
告

〇
政
府
は
、
地
方

公
共

団
体

に
対

し
て
あ
ら
か

じ
め
定

め
た
防

災
対

応
を

1週
間
取
る
べ
き
旨
を
指
示

〇
1
週

間
経
過
後
、
被
災

地
を
除

い
て
避

難
を
解

除
す
る
と
と
も
に
引

き
続
き
警
戒
を
呼
び
か
け

気
象

庁
政

府
都

府
県

・
市

町
村

住
民

・
企

業

南
海

ト
ラ
フ
で

M
８
ク
ラ
ス
の

地
震

が
発

生

南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
巨

大
地
震
警
戒
）
発
表

緊
対
本
部
で
対
応

評
価

検
討
会
開
催

大
津

波
警

報
等

人
命
救
助
等
に
加
え
、
避
難
を
含
む

事
前
の
防
災
対
応
を
取
る
べ
き
旨
、

発
表
・
伝
達

１
時
間

～
２
時
間
後

２
時
間
後

（
最

短
）

１
週

間
後

緊
対
本
部
で
対
応

・
避
難
の
解
除
（
被
災
地
を
除
く
）

・
引
き
続
き
の
警
戒
を
呼
び
か
け

防
災

対
応

の
実

施

日
頃

か
ら
の

地
震

へ
の

備
え
の

再
確

認
等

災
対
本
部
等
の

体
制

の
維

持

・
避

難
等

を
実

施
す
る
準

備

・
個

々
の

状
況

に
応

じ
て
避

難
開

始

・
避

難
対

象
と
な
る
住

民
の

避
難

・
イ
ン
フ
ラ
の

点
検

等
※

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
防
災
対
応
の

期
間
（
１
週
間
）
を
周
知

30
分
後

程
度

緊
対
本
部
の
設
置

最
初
の
地
震
発
生
に

関
す
る
会
見

・
調

査
開

始
等

に
も
言

及

初
動
対
応
の
開
始

数
分
～

５
分
程
度

（
最

短
）

・
地

震
発
生
の
可
能
性

に
つ
い
て
調

査
開
始

※
※

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
調
査
中
）
の
発
表

・
地

震
発
生
の
可
能
性
が

相
対

的
に
高

ま
っ
た

災
対
本
部
等

の
体

制
の

準
備

災
対
本
部
等

の
体

制
の

確
保

11
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地
方

公
共

団
体

に
お
け
る
防

災
対

応
の

検
討

〇
避

難
対

象
者

及
び
事
前
避
難
対
象
地
域


避

難
対

象
者

の
特
性
に
応
じ
て
健
常
者
、
要

配
慮
者

の
避
難

速
度
を
設

定

津

波
到

達
時

間
の
設
定

〇
土

砂
災

害


地
域

の
実

情
に
応
じ
て
避
難
の
あ
り
方
を
検
討

〇
住

宅
の

倒
壊

、
地

震
火

災


耐

震
基

準
を
満

た
し
て
い
な
い
住
宅
の
住
民
は
避
難
を
あ
ら
か
じ
め
検
討


地

震
火

災
は

器
具

の
使

用
控
え
に
よ
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止

〇
避

難
所

の
選

定
及
び
移
動
方
法

〇
避

難
所
の
運
営


運

営
体
制
や
運
営
す
る
際
の
役
割
の
検
討


避
難

所
の

受
け
入
れ
人
数
の
把
握


避
難

所
候

補
リ
ス
ト
の
作
成

巨
大

地
震

注
意

対
応

の
検
討

〇
地
震
へ
の
備
え
の

再
確
認

等

日
頃
か
ら
の
地

震
へ

の
備

え
の

再
確

認
等
を
中

心
と
し
た
防

災
対
応

〇
地
震

へ
の

備
え
の
再
確
認
等


日

頃
か

ら
の
地
震
へ
の
備
え
の
再
確
認

等
を
中

心
と
し
た
防

災
対

応

住
民
編

（
地

方
公

共
団

体
の

検
討

手
順

等
）

巨
大

地
震

警
戒

対
応

の
検

討

〇
住
民
一
人
一
人

が
防
災
対
応
を
検
討
・
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
地
方
公
共
団
体
は
必
要
な
情
報
提
供
を

行
う
等
そ
の
検
討
を
促
す
こ
と
が
必
要

○
南
海
ト
ラ
フ
推
進
地
域
全
体
と
し
て
は
、
住
民
一
人
一
人
が
日
常
生
活
を
行
い
つ
つ
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備

え
の
再
確
認
等
を
行
う
こ
と
が
基
本
と
な
る
が
、
地
方
公
共
団
体
は
津
波
避
難
が
間
に
あ
わ
な
い
地
域
等
の
避

難
の
あ
り
方
や
避
難
所
の
確
保
等
を
検
討
す
る
必
要


避

難
所

の
選

定

避

難
所

が
不

足
す
る
場

合
の

対
応


避

難
所

へ
の

移
動

方
法

の
検
討


避

難
可
能
範
囲
の
設
定


事

前
避
難
対
象
地
域
の
設
定

11
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「
巨

大
地

震
警

戒
対

応
」
開

始
か

ら
の

通
常

の
生

活
ま
で
の

住
民

の
地

域
別

対
応

〇
最
初
の
地
震
発

生
後
、
南
海
ト
ラ
フ
全
域
の
沿
岸
地
域
に
緊
急
地
震
速
報
や
大
津
波
警
報
及
び
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
、
当
該
津
波
予
報
区
の
住
民
は
指
定
緊
急
避
難
場
所
へ
避
難

〇
南
海
ト
ラ
フ
推
進
地
域
全
体
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
の
再
確
認
等
を
行
っ
た
上
で
、
日
常
生
活

を
行
い
つ
つ
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
地
震
発
生
に
注
意
し
た
防
災
行
動

を
取
る
こ
と
が
基
本

○
震

源
域

の
目

の
前

だ
け
で
な
く
、
太

平
洋

沿
岸

全
域

に
対

し
て

大
津

波
警

報
・
津

波
警

報
が

発
表

※
さ
れ
る
。

※
気

象
庁

で
は

、
大

規
模

地
震

の
発

生
直

後
に
地

震
の

規
模

を
精

度
良

く
把

握
で
き
な
い
場

合
、
そ
の

海
域

に
お
け
る
最

大
級

の
津

波
を
想

定
し
て
大

津
波

警
報

・津
波

警
報

を
発

表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
半

割
れ

ケ
ー
ス
の

場
合

は
そ

の
可

能
性

が
高

い
。

東
側

で
M

8ク
ラ
ス
の

地
震

が
発

生
し
た
場

合

発
生

直
後

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域

事
前
避
難
対
象
地
域

高
齢
者
等
事
前

避
難
対
象
地
域

住
民
事
前

避
難
対
象
地
域

最
初
の
地
震
発
生

か
ら
１
週
間

社
会
状
況
を
踏
ま
え
て

日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再
確
認

等
要
配
慮
者
の
み
避
難

全
住
民
が
避
難

地
震
発
生
後

１
週
間
か
ら
２
週
間

日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再
確
認

等
日
頃
か
ら
の
地
震
へ

の
備
え
を
再
確
認
等

日
頃
か
ら
の
地
震
へ

の
備
え
を
再
確
認
等

地
震
発
生
後

２
週
間
以
降

通
常
の
生
活
※

通
常
の
生
活
※

通
常
の
生
活
※

※
大

規
模

地
震

発
生

の
可

能
性

が
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は

な
い
こ
と
に
留

意
し
つ
つ
、
地

震
の

発
生

に
注

意
し
な
が

ら
通

常
の

生
活

を
行

う

13
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【
巨

大
地

震
警

戒
対

応
】

日
頃

か
ら
の

地
震

へ
の

備
え
の
再

確
認

等

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
日
常
生
活
を
行
い
つ
つ
、
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備

え
の
再
確
認
等
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
一
定
期
間
地
震
発
生
に
注
意
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要

○
地
方
公
共
団
体
は
、
同
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
住
民
が
あ
わ
て
て
地
震
対
策
を
と
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

機
会
を
捉
え
て
、
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
等
に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
が
重
要

○
住
民
は
、
同
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
日
常
生
活
を
行
い
つ
つ
、
一
定
期
間
、
で
き
る
だ
け
安
全
な
行
動

を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
普
段
以
上
に
地
震
に
備
え
て
警
戒
す
る
と
い
う
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
必
要

・
避
難
場
所
・
避
難

経
路

の
確

認

・
家
族
と
の
安
否

確
認

手
段

の
確

認

・
家
具
の
固
定
の

確
認

・
非
常
持
出
品
の

確
認

な
ど

日
頃

か
ら
の

地
震

へ
の

備
え
の

再
確

認
の

例
で
き
る
だ
け
安

全
な
防

災
行

動
の

例

・
高
い
と
こ
ろ
に
物

を
置

か
な
い

・
屋
内
の
で
き
る
だ
け
安

全
な
場

所
で
生

活

・
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
準

備
（
非

常
持

出
品

等
）

・
危
険
な
と
こ
ろ
に
で
き
る
だ
け
近

づ
か

な
い

な
ど

•
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
警
戒
）
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再

確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
被
害
軽
減
や
迅
速
な
避
難
行
動
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る

•
同
情
報
発
表
時
に
、
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
の
再
確
認
す
る
こ
と
に
加
え
、
日
常

生
活
を
行
い
つ
つ
、

一
定
期
間
、
で
き
る
だ
け
安
全

な
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
津
波
・
土
砂
災
害
等
の
危
険
性
が
高

い
地
域
や
、
日
頃
利
用
す
る
施
設
の
安
全
性
等
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
普
段
以
上
に
地
震
に
備
え
て
警

戒
す
る
と
い
う
心
構
え
を
持
つ
必
要
が
あ
る

※
こ
の
よ
う
な
防
災

対
応

は
、
南

海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時

情
報
（
巨
大

地
震
警

戒
）
後
の
最

も
警

戒
す
べ

き
１
週

間
に
限

ら
ず
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時

情
報

（
巨

大
地
震
注
意
）
発

表
時
等

に
お
い
て
も
同
様

14
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【
巨

大
地

震
警

戒
対

応
】

津
波

に
対

す
る
避

難
検

討

○
M

8.
0以

上
の
地
震
発
生
直
後
に
発
表
さ
れ
た
大
津
波
警
報
ま
た
は
津
波
警
報
が
津
波
注
意
報
に
切
り

替
わ
っ
た
後
、
避
難
継
続
が
必
要
か
ど
う
か
を
検
討

〇
避
難
継
続
の
必
要
性
の
判
断
は
、
後
発
地
震
が
実
際
に
発
生
し
て
か
ら
の
避
難
で
間
に
合
う
か
否
か
を

検
討
す
る
こ
と
を
基
本
（津

波
防
災
地
域
づ
く
り
の
計
画
策
定
等
に
際
し
て
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
既

に
検
討
し
て
い
る
も
の
を
活
用
）

浸
水

想
定

区
域

高
台

海

避
難
所

②
緊

急
避

難
場

所
等

へ
避

難
し
た
人

の
う
ち
、
事

前
避

難
対

象
地

域
内

の
住

民
等

は
、
大

津
波

警
報

等
が

津
波

注
意

報
に
切

り
替

わ
っ
た
後

、
後

発
地

震
に
備

え
て
避

難
所

に
移

動

①
最

初
の

地
震

で
大

津
波

警
報

等
が

発
表

さ
れ

、
避

難
勧

告
等

の
発

令
に

よ
り

、
浸

水
想

定
区

域
内

の
住

民
等

は
緊

急
避

難
場

所
へ

避
難

緊
急
避
難

場
所

津
波
避
難

ビ
ル

津
波
避
難

タ
ワ
ー

15
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【
巨

大
地

震
警

戒
対

応
】

事
前

避
難

対
象

地
域

の
設

定

○
津
波
浸
水
想
定
区
域
か
ら
避
難
可
能
範
囲
を
除
い
た
地
域
を
事
前
避
難
対
象
地
域
と
す
る

○
事
前
避
難
対
象
地
域
に
対
し
て
は
、
最
初
の
地
震
に
伴
う
大
津
波
警
報
ま
た
は
津
波
警
報
切
り
替
え
後
、

避
難
勧
告
等
を
発
令
し
、
住
民
避
難
を
継
続

※
避
難
勧
告
は
自
治
体
が
定
め
る
町
丁
目
等
の
単
位
を
基
に
発
令

住
民

事
前

避
難

対
象

地
域

高
齢

者
等

事
前

避
難

対
象

地
域

浸
水

想
定

区
域

か
ら
健

常
者

の
避

難
可

能
範

囲
を
除

い
た
地

域

浸
水

想
定

区
域

か
ら
要

配
慮

者
の

避
難

可
能

範
囲

を
除

い
た
地

域

津
波

避
難

ビ
ル

海

浸
水
想
定
区
域

川

津
波

避
難

ビ
ル

津
波

避
難

タ
ワ
ー

避
難

所

△
町

◇
町

〇
町

津
波

避
難

タ
ワ
ー

津
波

避
難

タ
ワ
ー

高
台

津
波

避
難

タ
ワ
ー

避
難
勧
告

（
住
民
事
前
避
難
対
象
地
域
）

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

（
高
齢
者
等
事
前
避
難
対
象
地
域
）

16
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【
巨

大
地

震
警

戒
対

応
】

土
砂

災
害

等
に
対

す
る
防
災

対
応
の

考
え
方

○
地
震
に
伴
う
土
砂
災
害
は
、
発
生
危
険
性
の
高
い
箇
所
の
特
定
が
困
難
で
あ
り
、
地
震
に
伴
う
土
砂
災
害

の
不
安
が
あ
る
住
民
に
対
し
て
は
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
身
の
安
全
を
守
る
等
の
防
災
対
応
の
検
討

を
促
す
こ
と
が
望
ま
し
い

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
要
配
慮
者
利
用
施
設
に
対
し
て
は
、
施
設
管
理
者
に
対
し
て
、
入
居
者
の
身

の
安
全
を
守
る
等
の
防
災
対
応
の
検
討
を
促
す
こ
と
が
望
ま
し
い

○
地
震
に
伴
う
住
宅
の

倒
壊

、
地

震
火
災

に
対

し
て
は

、
一

律
の
避

難
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
い

17
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【
巨

大
地

震
警

戒
対

応
】

避
難

先
の

確
保

・
運

営

○
避
難
勧
告
等
の
発
令
に
伴
う
避
難
者
数
等
を
把
握
し
、
市
町
村
が
後
発
地
震
に
備
え
た
避
難
所
を
確
保

し
、
避
難
所
は
一
週
間
を
基
本
と
し
た
避
難
生
活
が
可
能
な
箇
所
を
選
定

○
避
難
所
の
運
営
は
、
避
難
者
が
自
ら
行
い
、
必
要
最
低
限
の
も
の
を
各
自
で
準
備
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

あ
ら
か
じ
め
避
難
所
を
運
営
す
る
際
の
体
制
や
役
割
を
検
討

津
波

の
避

難
者

避
難
所

知
人
宅
、

親
類
宅
等

避
難

所
選

定
は

、
赤

枠
囲
み
の

受
入

れ
人

数
を
対

象
と
し
て
検
討

上
記

以
外

の
リ
ス
ク
の
避
難
者

自
主

避
難

者

避
難

所
の

受
け
入

れ
人

数
の

概
念

福
祉

避
難
所

【
避

難
所

の
受

入
れ

人
数

の
把

握
】

•
知

人
宅
や
親
類
宅
等
へ
の
避
難
を
促
す
こ
と
を

基
本
と
す
る
が
、
そ
れ
が
難
し
い
住
民
に
対
し
て

は
、
市
町
村
が
避
難
所
の
確
保
を
行
う

【
避

難
所

候
補

リ
ス
ト
の

作
成

】

•
既
存
の
指
定
避
難
所
を
参
考
に
、
要
配
慮
者
の

受
入
れ
可
否
等
、
避
難
所
の
候
補
リ
ス
ト
を
作
成

【
避

難
所

の
選

定
】

•
受
入
れ
が
必
要
な
人
数
に
基
づ
き
、
避
難
所
リ
ス

ト
か
ら
実
際
に
利
用
す
る
施
設
を
選
定

【
避

難
所

が
不

足
す
る
場

合
の

対
応

】

•
避
難
所
が
不
足
す
る
場
合
は
、
避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
る
施
設
の
検

討
と
と
も
に
、

さ
ら
に
住
民

に
対
し
て
知
人
宅
や
親
類
宅
等
へ
の
避
難
を
促
す
等
の
処
置
を
行
う

【
避

難
所

の
運

営
】

•
避
難
者
が
自
ら
行
い
、
必
要
最
低
限
の
も
の
を
各
自
で
準
備
す
る
こ
と
を
基
本

•
あ
ら
か
じ
め
避
難
所
を
運
営
す
る
際
の
体
制
や
役
割
を
検
討

18
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【
巨

大
地

震
警

戒
対

応
】

検
討

に
あ
た
っ
て
の

留
意

事
項

〇
市
町
村
等
の
防
災
対
応
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
住
民
の
意
見
を
十
分
に
聴
く
必
要
が
あ

り
、
地
域
内
の
各
主
体
が
、
調
和
を
図
り
な
が
ら
防
災
対
応
が
実
行
で
き
る
よ
う
、
検
討
の
段
階
か
ら
情
報

共
有
や
協
議
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

○
防
災
対
応
を
実
施
す
る
際
、
社
会
的
な
混
乱
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
、
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
取
る
べ
き
対
応
を
住
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
重
要

【
住

民
意

見
の

聴
取

と
関

係
機

関
等

と
の

連
携

】

•
防
災
対
応
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
市
町
村
等
が
各
地
域
の
避
難
等
の
防
災
対
応
を
検
討
・
決
定

す
る
際
、
防
災
対
応
の
期
間
の
経
過
後
に
も
大
規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

や
、
避
難
等
に
伴

い
日
常
生
活

に
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
あ
ら
か
じ
め
住
民
一
人
一
人
が
考
え
、

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

•
地
方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機
関
、
企
業
等
の
各
主
体
の
防
災
対
応
は

様
々
な
と
こ
ろ
で
相
互
に
関
連
す
る

た
め
、
地
域
内
で
各
主
体
の
防

災
対
応
が
調
和
を
図
り
な
が
ら
実
行
で
き
る
よ
う
、
防
災
対
応
を
検
討
・
決
定

す
る
段
階
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
南
海
ト
ラ
フ
特
措
法
に
基
づ
く
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
協
議
会

等
、
情
報
共
有
や
協
議
等
を
行
う
場
を
整
備
・
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

【
社

会
的

混
乱

の
防

止
】

•
大
規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が
相
対
的
に
高
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場
合
、
直
ち
に
地
震
や
津
波
が
起
き
る

と
い
っ
た
誤
解
に
よ
り
、
避
難
者
の
殺
到
等
の
社
会
的
な
混
乱
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
必
要

•
地
方
公
共
団
体
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
等
の
内
容
や
、
情
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
に
取
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
広
報
に
努
め
、
実
際
に
防
災
対

応
を
と
る
際
に
、
住
民
が
情
報
を
正

し
く
理
解
し
、
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
た
対
応
を
冷
静
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
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【
巨

大
地

震
警

戒
対

応
】

避
難

所
へ

の
移

動
方

法
の

検
討

〇
大
津
波
警
報
ま
た
は
津
波
警
報
が
津
波
注
意
報
に
切
り
替
わ
っ
た
時
点
以
降
、
避
難
場
所
か
ら
避
難
所

へ
の
移
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
基
本

○
避
難
所
へ
の
移
動
手
段
は
徒
歩
に
よ
る
避
難
を
基
本
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
車
両
等
に
よ
る
避

難
を
検
討

【
移

動
の

タ
イ
ミ
ン
グ
】

•
移
動
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
内
に
お
い
て
は
、
大

津
波
警
報
ま
た
は
津
波
警
報
が
津

波
注
意
報
に
切
り
替
わ
っ
た
時
点
以
降
、
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大

地
震
警
戒
）
の
発
表
時
点
以
降
で
、
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
天

候
が
良
い
と
き
や
、
見
通
し
が
よ
い

日
中
な
ど
、
安
全
な
移
動
が
で
き
る
状
況
を
選
ん
で
移
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
基
本

【
移

動
の

方
法

】

•
移
動
に
際
し
て
は
、
自
動
車
に
よ
る
避
難
を
行
っ
た
場
合
、
対
象
地
域
に
お
い
て
避
難
車
両
が
殺
到
し
交
通

渋
滞
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
徒
歩
に
よ
る
避
難
者
の
円
滑
か
つ
安
全
な
避
難
の
妨
げ
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
方
法
は
徒
歩
を
基
本

•
避
難
所
ま
で
の
距
離
が
遠
く
、
徒
歩
に
よ
る
避
難
が
著
し
く
困
難
な
事
前

避
難
対
象
地
域
の
居
住
者
や
要
配

慮
者
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
車
両
の
活
用
を
地
域
内

で
検
討
す
る
な
ど
、
避
難
行
動
の
実

効
性
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る

【
移

動
の

際
の

留
意

点
】

•
移
動
ル
ー
ト
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
津
波
に
よ
る
浸
水
や
、
揺
れ
に
よ
る
が
け
崩
れ
、
沿
道
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
倒
壊
等
に
留
意

•
実
際
の
移
動
中
に
も
地
震
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

20



20

企
業

等
に
お
け
る
防

災
対

応
の

検
討

○
防

災
対

応
検

討
の

前
提
と
な
る
諸
条
件
の
確

認


市
町
村
が
指
定
す
る
事
前
避
難
対
象
地
域
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
発
表
時
に
想
定
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
等
を
確
認
し
、
企
業

活
動
へ
の
影
響
を
想

定


前
提
と
な
る
諸
条
件
を
踏
ま
え
、
既
存
の

B
C

P
を
参

考
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
発
表
時
に
実
施
す
る
具
体
的
な
防
災
対
応
に
つ
い
て
検
討

○
具

体
的

な
防

災
対

応
の
検
討

企
業
編
（
指
定
公
共

機
関

、
特

定
企

業
等

の
検

討
手

順
等

）

巨
大

地
震

警
戒

対
応

の
検

討

〇
地
震

へ
の

備
え
の
再
確
認
等


日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
の
再
確
認
等
を
中
心
と
し
た
防
災
対
応

〇
施

設
及

び
設

備
等
の
点
検


地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
及
び

緊
急
的
に
稼
働
し
な
い
と
い
け
な
い
設
備
等
の

点
検

〇
従

業
員
等

の
安

全
確
保


事
前
避
難
対
象
地
域

内
に
位
置
す
る
企
業
等
に
お
け
る
明
ら
か
に
生
命

に
危
険
が
及
ぶ
活
動
等
に
つ
い
て
の
危
険
回
避
措
置

〇
個

々
の

状
況

に
応

じ
て
実
施
す
べ
き
措
置


輸
送
ル
ー
ト
変
更
等
の
地
震
に
備
え
て
普
段
以
上
に
警
戒
す
る
措
置


避
難
先
へ
の
必
要
な
物
資
の
提
供
等
の
地
域
貢
献
活
動

巨
大

地
震

注
意

対
応

の
検
討

〇
地
震
へ
の

備
え
の

再
確
認

等

日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
の
再
確
認
等
を
中
心
と
し
た
防
災
対
応

○
地
震
発
生
時
期

等
の
確
度
の
高
い
予
測
は
困
難
で
あ
り
、
完
全
に
安
全
な
防
災
対
応
を
実
施
す
る
こ
と
は
現
実

的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再
確
認
す
る
等
警
戒
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

を
基
本
に
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
防
災
対
応
を
実
施
し
た
う
え
で
、
で
き
る
限
り
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い

○
住
民
事
前
避
難

地
域
内
で
の
明
ら
か
に
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
活
動
等
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
回
避
す
る
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
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防
災

対
応

検
討

の
前

提
と
な
る
諸

条
件

の
確

認

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
種
類
ご
と
に
、
発
表
時
に
想
定
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
や
避
難
勧
告

等
の
発
令
地
域
等
を
確
認
し
、
事
業
継
続
に
当
た
っ
て
の
影
響
を
想
定
す
る
こ
と
が
必
要

○
個
々
の
企
業
等
の
地
理
的
条
件
を
確
認
し
、
防
災
対
応
を
検
討
す
る
際
に
踏
ま
え
る
べ
き
、
自
社
の
位
置

に
お
け
る
住
民
の
行
動
（避

難
情
報
の
発
令
状
況
）を

把
握

【
情

報
発

表
時

の
社

会
状

況
の

確
認

】

防
災
対
応
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は

、
事
前
避
難
対
象
地
域
の
位
置
や
学
校

の
対
応
、
交
通
対
策
に
つ
い
て
確

認
し
、
以
下
の
よ
う
に
情
報
発
表
時
の
企
業
活
動
へ
の
影
響
を
想
定
す
る
こ
と
が
必
要

•
事
前
避
難
対
象
地
域
に
居
住
し
て
い
る
従
業
員
が
、
避
難
所
等
で
避
難

生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
や
、
学
校

の
臨
時
休
業
や
一
部
の
交
通
機

関
の
停
止
等
に
よ
り
、
企
業
等
に
出
勤
可
能
な
従
業
員
が
減
少

•
事
前
避
難
対
象
地
域
や
被
災
地

域
に
位
置
す
る
取
引
先
の
事
業
停
止
等
に
よ
り
、
必
要
な
経
営
資
源
の
調

達
が
困
難

浸
水
想
定

区
域

外
の
地
域

浸
水
想
定

区
域

事
前

避
難
対
象
地
域

最
初
の
地
震
発
生
時
、
大
津
波
警
報
等
に
よ
り
避
難

大
津
波
警
報
等
の
解
除
後
、
避
難
勧
告
等

が
発
令
さ
れ
、
後
発
地
震
に
備
え
、
事
前

避
難
所
等
で
の
避
難
を
継
続

【
事

前
避

難
対

象
地

域
の

確
認

】

•
防
災
対
応

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
等

は
、
事
前
避
難
対
象
地
域
を
確
認
す
る
必
要

•
当
該
地
域

は
市
町
村
の
避
難
勧
告
等
を
発
令
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
企
業
等
に
お
い
て
も
そ
れ
を

踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
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具
体

的
な
防

災
対

応
の

検
討

○
防
災
対
応
検
討
の
前
提
と
な
る
諸
条
件
か
ら
想
定
さ
れ
る
影
響
を
踏
ま
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
突
発
的

に
発
生
し
た
際
の

BC
Pを

参
考
に
、
必
要
な
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
措
置
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
後
発

地
震
に
備
え
た
具
体
的
な
防
災
対
応
に
つ
い
て
検
討

（
１
）
必

要
な
事

業
を
継
続

す
る
た
め
の
措
置

南
海

ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情

報
（巨

大
地
震
警
戒
）
発
表
後
の
企
業
活
動
へ
の
影
響
を

踏
ま
え
、
企

業
活

動
を
効
率

的
に
継
続
す
る
た
め
の
措
置
を
検
討

（
２
）
日

頃
か

ら
の

地
震

へ
の

備
え
の

再
確
認
等
警
戒
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
措
置

日
頃

か
ら
の

地
震

へ
の

備
え
の

再
確
認
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
後
発
地
震
に
備
え

て
警

戒
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
措

置
を
検
討

（
３
）
施

設
及

び
設

備
等
の

点
検

後
発

地
震

発
生

時
に
被

害
が

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害

を
防

止
す
る
た
め
、
点

検
等

の
緊
急
で
実
施
す
る
措
置
を
検
討

（
４
）
従

業
員

等
の
安

全
確
保

住
民

事
前

避
難

対
象

地
域

内
に
位
置
す
る
企
業
等
に
お
け
る
明
ら
か
に
生
命
に
危

険
が

及
ぶ

活
動

等
の

危
険

回
避
措
置
を
検
討

（
５
）
地

震
に
備

え
て
普
段

以
上
に
警

戒
す
る
措
置
（個

々
の
状
況
に
応
じ
て
実
施
）

後
発

地
震

発
生

に
備

え
て
通

常
よ
り
警
戒
す
る
こ
と
で
、
被
害
軽
減
・
早
期
復
旧
が

で
き
る
措

置
を
検

討

（
６
）
地

域
へ

の
貢
献

（個
々

の
状

況
に
応
じ
て
実
施
）

企
業

活
動

の
延

長
と
し
て
、
地

域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
に
つ
い
て
検
討

（
７
）
南

海
ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情
報

等
の
伝
達

南
海

ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情

報
等
が
、
従
業
員
等
に
確
実
に
伝
達
さ
れ
る
方
法
を
検
討

（
８
）
南

海
ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情
報

に
基
づ
く
防
災
対
応
実
施
要
員
の
確
保
等

防
災

対
応

の
実

施
に
必

要
な
要
員
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
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必
要

な
事

業
を
継

続
す
る
た
め
の

措
置

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（巨

大
地
震
警
戒
）や

同
情
報
（巨

大
地
震
注
意
）発

表
後
、
一
部
地
域
の
避

難
や
被
害
を
踏
ま
え
、
人
的
・物

的
資
源
が
一
部
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
、
企
業
活
動
を
１
週
間
ど
の
よ
う

に
継
続
す
る
か
検
討

・
情
報
発
表
時

に
出

社
で
き
な
い
可

能
性
の

あ
る
従
業

員
を
把
握
し
た
う
え
で
の

業
務

に
必

要
な
人

員
の

再
配

置

・
代
替
と
な
る
人

員
や

取
引

先
の

確
保

等

必
要

な
事

業
を
継

続
す
る
た
め
の

措
置

の
例

•
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
警
戒
）
発
表
後
の
企
業
活
動

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
情
報

発
表
後
の
１
週
間
を
基
本
と
す
る
期
間
で
、
企
業
活
動
を
効
率
的
に
継

続
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い

て
検
討

•
情
報
発
表
後
の
１
週
間
の
企
業
活
動
を
検
討
す
る
中
で
、
情
報
発
表
時
に
一
部
の
従
業
員
が
出
社

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
被
災
地
に
お
け
る
関
連
業
務
へ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
場
合
に

よ
っ
て
は
優
先
度
の
高
い
業
務
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
慮

•
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
自
社
の

BC
Pに

お
い
て
、
同
様
の
影
響
を
想
定
し
て
策
定
し
て
い
る
対
応
が
あ

れ
ば
、
そ
の
対
応
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
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24

具
体

的
な
防

災
対

応
の

検
討

（
確

実
に
実

施
す
べ

き
事

項
）

○
す
べ
て
の
企
業
等
は
「日

頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
の
再
確
認
等
警
戒
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
措
置
」を

中
心

と
し
た
防
災
対
応
を
実
施

○
不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
等
を
管
理
・運

営
す
る
企
業
等
は
、
「施

設
及
び
設
備
等
の
点
検
」

を
確
実
に
実
施

○
事
前
避
難
対
象
地
域
内
の
企
業
等
は
、
「従

業
員
等
の
安
全
確
保
」を

確
実
に
実
施

・
安
否
確
認
手
段
の

確
認

・
什
器
の
固
定
・
落

下
防

止
対

策
の

確
認

・
食
料
や
燃
料
等
の

備
蓄

の
確

認

・
発
災
時
の
職
員
の

役
割

分
担

の
確

認
な
ど

日
頃

か
ら
の

地
震

へ
の

備
え
の

再
確

認
の

例
施

設
や

設
備

等
点

検
の

例

・
主
要
生
産
設
備

の
点

検

・
施
設
の
耐
震
診
断

結
果

に
基

づ
く
危

険
個

所
の

点
検

・
転
倒
・
落
下
物
の

危
険

個
所

の
点

検

・
緊
急
用
自
動
車
の

点
検

な
ど

・
通
常
通
り
の
企
業

活
動

を
し
た
場

合
に
生
命

に
危

険
が
及

ぶ
場
合

に
は
、
避

難
勧
告

等
に
従

い
避

難
な
ど

（
事
業
継
続
し
な
が

ら
危

険
回

避
措
置
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
場
合

は
そ
の
措

置
を
推

奨
）

従
業

員
等

の
安

全
確

保
の

例

※
不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
等
を
管
理
・
運
営
す
る
企
業
等
は
確
実
に
実
施

※
事
前
避
難
対
象
地
域
内
の
企
業
等
は
確
実
に
実
施
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25

具
体

的
な
防

災
対

応
の

検
討

（
個

々
の

状
況

に
応

じ
て
実

施
す
べ

き
事

項
）

○
後
発
地
震
の
発
生
し
た
場
合
の
被
害
軽
減
・早

期
復
旧
の
た
め
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（巨

大
地

震
警
戒
）発

表
時
に
、
一
定
期
間
継
続
的
に
警
戒
し
た
防
災
行
動
を
行
う
措
置
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い

○
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
等
の
特
性
を
活
か
し
て
、
後
発
地
震
に
備
え
た
地
域
に
お
け
る
防
災
対
応
に
貢
献
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い

・
輸
送
ル
ー
ト
を
津

波
の

危
険

の
あ
る
沿

岸
部
か

ら
内
陸

部
に
変
更

・
利
用
す
る
港

の
変

更

・
燃
料
貯
蔵
や

車
両

燃
料

の
常

時
満

タ
ン
化

・
荷
物
の

平
積

み
措

置
な
ど

地
震

に
備

え
て
普

段
以

上
に
警

戒
す
る
措

置
の

例

地
域

へ
の

貢
献

の
例

・
生
活
必
需
品

等
の

調
達

が
困

難
な
避
難
者

に
対

し
て
、
必

要
な
物
資
の

提
供
等

の
支

援
（
卸

売
・
小

売
業

者
等

）

・
避
難
所
等
の

住
民

の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
要
援
護

者
に
対
す
る
ケ
ア
等
の
支

援
（
医

療
・
福

祉
事

業
者

等
）

・
避
難
先
と
し
て
の

敷
地

の
開

放
や

、
物
資

や
資

機
材
の

供
与
・
貸
与

等
の
支

援
（
製

造
業

者
等

）
な
ど

企 業 活 動

10
0%

（
平
常
の

レ
ベ
ル
） 0%

時
間

発
災

壊
滅

的
な
被

害
を
受

け
、
復

旧
に
時

間
を
要

す
る

早
期
復
旧
を
さ
せ
る

被
害
を
軽
減
さ
せ
る

ト
ー

タ
ル

と
し
て

被
害

軽
減

・
早

期
復

旧

突
発

地
震

に
対
応
す
る
防
災
対

策
を

実
施

し
た
場
合

壊
滅

的
な
被

害
を
軽

減
し
、
早

期
に
復

旧
す
る

ト
ー

タ
ル

と
し
て
、
更

に
被

害
軽

減
・
早

期
復

旧

企 業 活 動

10
0%

（
平
常
の

レ
ベ
ル
） 0%

時
間

一
時

的
に
企

業
活
動

が
低
下
し
て
も
、

ト
ー

タ
ル

と
し
て
、
更
に
、
被
害
軽
減
・

早
期

復
旧

で
き
る
措
置
を
実

施
し
た
場

合

後
発

地
震

の
発

生

大
規

模
地

震
発

生
の

可
能

性
が

想
定

的
に
高

ま
っ
た

と
評

価
さ
れ

た
時

点
で
、
更

に
防

災
対

応
を
実

施

更
に
早
期
復
旧
を
さ
せ
る

更
に
被
害
を
軽
減
さ
せ
る

企 業 活 動

10
0%

（
平
常
の

レ
ベ
ル
） 0%

時
間

発
災

壊
滅

的
な
被

害
を
受

け
、
復

旧
に
時

間
を
要

す
る

何
も
防

災
対

応
を
実

施
し
な
い
場

合

壊
滅

的
な
被

害
を
受

け
、
復

旧
に
時

間
を
要

す
る

26



項
目

計
画

に
記

載
す
べ

き
事

項
（
案

）
個

別
の

留
意

事
項

鉄
道

〇
鉄
道

事
業

者
、
軌

道
事

業
者
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時

情
報

（
巨
大

地
震

警
戒

）
等

が
発

表
さ
れ
た
場
合
、
安
全
性

に
留
意
し
つ

つ
、
運

行
す
る
た
め
に
必

要
な
対
応

に
つ
い
て
明
示
す
る
も
の

と
す
る
。
津

波
に
よ
り
浸

水
す
る
恐

れ
の

あ
る
地
域

に
つ
い
て
は
、
津

波
へ
の
対

応
に
必

要
な
体

制
を
と
る
も
の
と
す
る
。

〇
鉄

道
事

業
そ
の

他
一

般
旅

客
運

送
に
関

す
る
事

業
は

広
域

的
な
地

域
間

連
携

や
地

域
交
通

の
維

持
等

重
要

な
役

割
を
担

っ
て
い

る
た
め
、
安

全
性

に
留

意
し
つ
つ
、
運

行
す
る

た
め
に
必

要
な
対

応
を
と
る
も
の

と
す
る
。

学
校

〇
幼
稚

園
、
小

・
中

学
校

等
に
あ
っ
て
は

、
児
童

生
徒
等

に
対
す

る
保
護
の

方
法

に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い

て
、
学

校
の

置
か

れ
て
い
る
状

況
等

に
応
じ
、
児

童
生
徒

等
の
保

護
者
の
意

見
を
聴

取
す
る
等
、
実
態

に
即
し
た
保
護

の
方
法

を
定

め
る
よ
う
留

意
す
る
も
の

と
す
る
。

〇
事

前
避

難
対

象
地

域
に
位

置
す
る
学

校

は
、
避

難
勧

告
等

が
発

令
さ
れ

た
場

合
、
児

童
生
徒

等
の

安
全

確
保

の
た
め
、
臨

時
休

業
等
の
適

切
な
対

応
を
と
る
。

病
院

〇
病
院

や
百

貨
店

等
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
営
業

を
継
続
す

る
も
の
と
す
る
。
そ
の

際
、
個
々
の
施
設

が
耐
震

性
・
耐
浪
性

を
有

す
る
等

安
全

性
に
配

慮
す
る
も
の
と
す
る
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
（
巨

大
地

震
警

戒
）
等

が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
、
顧

客
等

に
対

し
、
当
該

南
海

ト
ラ
フ
地

震
臨

時
情
報
（
巨
大

地
震
警

戒
）
等
を
伝

達
す
る
方

法
を
明

示
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
事

前
避

難
対

象
地

域
に
位

置
す
る
病

院

は
、
避

難
勧

告
等

が
発

令
さ
れ

た
場

合
、
患

者
等

の
安

全
確

保
の

た
め
、
病

院
外

で
の

生
活
が

可
能

な
入

院
患

者
の

引
き
渡

し
や

、
入

院
患

者
の

転
院

の
準

備
に
つ
い
て
検

討
す
る
。 26

個
別

分
野

に
お
け
る
防

災
対

応
の

留
意

事
項

○
指
定
公
共
機
関
及
び
指
定
地
方
公
共
機
関
、
並
び
に
特
定
事
業
者
等
が
防
災
対
応
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
踏
ま
え
る
べ
き
、
個
別
に
定
め
て
お
く
べ
き
事
項
及
び
留
意
事
項
を
記
載

27
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